
まえがき＝蛋白質の構造解析などにもちいられている核
磁気共鳴（NMR=Nuclear Magnetic Resonance）分析で
は，外部磁場の増加とともに分解能，S／N比が向上す
る1）。このため，高磁場を発生できる超電導マグネット
が望まれており，NMR分析用としてはこれまでに最高
800MHz（約 18．8T）を 4．2Kで発生させる超電導マグ
ネットが開発されている2）。さらに現在，金属材料技術
研究所では 1GHz（約 23．
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(b)甘720℃×100起

(c)繰750℃×100起








